
【
四
月
二
十
五
日
】

粟
井
地
区
自
治
振
興
協
議
会
総
会
が
あ
り
、
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
監

査
報
告
、
令
和
三
年
度
事
業
計
画
、
予
算
等
が

全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
計
画
で
は
、

■
環
境
整
備
作
業

九
月
十
九
日
（
日
）

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

昨
年
度
。
ア
ン
プ
付
小
型
ス
ピ
ー
カ
ー
を
購

入
し
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。
各

区
や
団
体
組
織
等
で
必
要
な
と
き
に
使
用
し

て
下
さ
い
。

ま
た
、

例
年
通
り
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に

も
取
り
組
み
ま
す
。
ご
協
力
下
さ
い
。

【
四
月
二
十
二
日
】

作
東
地
域
自
治
振
興
協
議
会
総
会
が
あ
り
、
活
動
目
標
並
び
に
事
業
計

画
が
決
ま
り
ま
し
た
。
総
合
検
診
は
、
昨
年
度
と
同
様
に
個
別
健
診
で
実
施

し
ま
す
。

■
河
川
道
路
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦

七
月
十
一
日
（
日
）

【
四
月
三
十
日
】

美
作
市
自
治
振
興
協
議
会
役
員
会
総
会
が
、
各
地
域
正
副
会
長

人
と
、
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２
人
の
部
長
、
市
長
、
事
務
局
４
人
、
支
所
長
５
人
で
開
催
さ
れ
、
新
役
員
に

市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
で
は
議
会
改
革
の
陳
情
書

と
令
和
三
年
度
の
活
動
や
、
研
修
視
察
等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
総
会

終
了
後
、
陳
情
書
に
署
名
捺
印
し
ま
し
た
。
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【
四
月
十
五
日
】

粟
井
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
［
会
長
・
山
本

美
智
恵
］
の
総
会
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
三
年

度
の
活
動
か
ら
、
昨
年
ま
で
の
野
菜
ジ
ュ
ー
ス

を
持
っ
て
の
見
回
り
訪
問
か
ら
、
ゴ
ミ
袋
（

リ
10

ッ
ト
ル
）
を
持
っ
て
の
訪
問
に
代
わ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
粟
井
地
区
内
で
行
わ

れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
も
決
ま
り
ま
し

た
。粟

井
地
区
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
お
助
け
隊
」
を
利

用
し
て
頂
く
た
め
の
手
立
て
と
し
て
、
困
り
事

相
談
が
し
や
す
い
よ
う
に
、

歳
以
上
の
独
居

75

と

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
付

80
の
利
用
案
内
を
作
製
し
て
配
布
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

■
引
き
続
き
、
会
員
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

【
四
月
二
十
九
日
】

粟
井
地
区
村
創
り
の
会
［
松
井
昇
会
長
］

総
会
が
あ
り
、
新
役
員
や
令
和
三
年
度
の
活

動
計
画
が
決
ま
り
ま
し
た
。
事
業
計
画
で
は

・
旧
粟
井
小
学
校
の
利
活
用
を
進
め
る
事
。

・「
能
登
香
の
里
小
房
」
の
誘
客
の
た
め
の
取

り
組
み
。

・「
粟
井
農
地
保
全
セ
ン
タ
ー
」
の
取
り
組
み

拡
大
。

・
粟
井
地
区
の
農
業
振
興
。

・
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
。

・
住
定
住
促
進
の
取
り
組
み

等
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
行
事
は

■

六
月
六
日
（
日
）
：
田
植
え
祭
り

■
十
一
月
十
四
日
（
日
）
：
収
穫
祭

■
令
和
四
年
一
月
十
日
（
月
）
：
と
ん
ど

が
、
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
収
穫
祭
に
向
け
て
の
野
菜
栽
培
を
お
願
い
し
ま
す
。

合
わ
せ
て
、「
能
登
香
の
里
小
房
」
と
「
農
産
加
工
室
会
計
」
の
収
支
決
算
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

【
四
月
二
十
五
日
】

粟
井
財
産
区
管
理
会
で
は
、
令
和
二
年
度
の
事
業
と
し
て
、
作
東
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
裏
の
階
段
の
屋
根
の
設
置
工
事
、
消
防
粟
井
分
団
へ
の
夜
間
照
明
器
具

の
購
入
等
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
能
登
香
の
湯
運
営
委
員
会
」
で
管
理
し
て
い
た
財
産
の
粟
井
財
産
区
管

理
会
へ
の
移
転
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

粟
井
財
産
区
管
理
委
員
は
粟
井
地
区
選
出
の
美
作
市
議
会
議
員
と
各
区
区
長

の
６
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
財
産
は
山
林
、
土
地
、
預
金
等
で
す
。

【
四
月
十
六
日
】

能
登
香
の
湯
運
営
委
員
会
［
会
長
：
黒
澤

強
］

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
課
題
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
施
設

の
老
朽
化
に
よ
る
利
用
客
の
減
少
で
す
。
最
大
１
８

０
０
０
人
だ
っ
た
年
間
利
用
者
数
も
、
昨
年
は
約
９
０

０
０
人
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
本
年
度
の
目
標
は
１

０
０
０
０
人
で
す
。

会
議
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
中

営
業
時
間
を
通
年
１
９
時
（
午
後
７
時
）
ま
で
と
す
る

要
望
書
を
出
す
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
管
理
人
（
風
呂
当
番
）の
高
齢
化
が
進
み

現
在

人
の
管
理
人
の
増
員
が
必
要
で
す
。
粟
井
地
区
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の
大
切
な
福
祉
施
設
で
あ
り
、
社
交
場
に
も
な
っ
て
い
る
能
登
香
の
湯
で
す
。
新
し

い
管
理
人
の
加
入
が
急
務
で
す
。
時
間
の
作
れ
そ
う
な
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

【
四
月
二
十
日
】

四
月
定
例
会
［
松
井
昇
会
長
］
が
総
会
形
式
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
令
和
二
年
度
年
間
の
収
支
決
算
報
告
で
は
、

キ
ャ
ン
プ
場
の
収
入
は
や
や
伸
び
て
い
る
も
の
の
、
肝
心

の
宿
泊
代
収
入
は
約
３
分
の
１
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
料
と
五
、
六
月
の
休
業
補
償
で
、
何
と
か
例

年
並
み
の
資
産
合
計
と
な
り
ま
し
た
。
課
題
と
し
て
、

キ
ャ
ン
プ
場
料
金
の
値
上
げ
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
次

回
の
決
定
と
な
り
ま
す
。
お
か
や
ま
元
気
！
集
落
が

「
粟
井
村
」
に
代
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
三
年
度
の

事
業
と
し
て
、
枯
松
・
支
障
木
の
伐
採
、コ
テ
ー
ジ
１
号
棟

の
テ
ラ
ス
の
修
繕
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
数
年
間

か
か
っ
た
修
繕
計
画
は
ほ
ぼ
完
了
し
ま
す
。
施
設
は
と
て
も
快
適
に
な
り
ま
し
た
。
気

に
な
る
と
こ
ろ
は
、
能
登
香
の
家
の
ひ
ず
み
で
す
。
危
険
が
無
い
の
で
こ
の
ま
ま
い
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
と
は
、コ
ロ
ナ
禍
が
過
ぎ
、
誘
客
活
動
で
お
客
を
増
や
す
こ
と
だ
け
で
す
。

●
期

日

毎
月
第
２
と
第
４
土
曜
日

●
時

間

時

分
か
ら

時

分
ま
で

13

45

14

15

問
い
合
わ
せ
作
東
図
書
館

７
５
ー
０
８
９
０

［
編
集
後
記
］

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ほ
と
ん
ど
の
組
織
の
総
会

が
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
前
に
、
美
作
市
議
会
議
員
選
挙
が

あ
り
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
増
え
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
美
作
市

の
経
済
、
新
市
庁
舎
、
特
別
支
援
学
校
、
作
東
の
町
づ
く
り
等

が
進
む
こ
と
を
願
い
ま
す
。
そ
の
中
で
粟
井
村
も
再
度
元
気

を
取
り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。
新
し
い
取
り
組
み
も
い
く
つ

か
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。


